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岡山県地域医療支援センター岡山大学支部は2012（平成24）年4月に設立されました。地域で働く医
師のキャリア形成支援や意欲を持って着任できる環境整備などの活動を行っています。2013（平成25）年
は、地域枠医師のキャリアについて考えるワークショップを開催したり、県庁・大学の関係者と望ましい方向性
について議論を重ねたり、特にキャリア支援の部分を大きく進展させることができました。今後も、学生同士の
交流や地域医療機関の教育指導体制の強化など様々な支援を行っていきたいと考えています。関係者の
皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

岡山県地域医療支援センター岡山大学支部
助教

岩瀬敏秀
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ご挨拶

岡山県地域医療支援センターは2012（平成24）年2月に発足し、2年が経過しました。2012年の活動
報告は、当センターウェブサイト（URLは末尾に記載）に第2回運営委員会（2013年2月15日実施）の会議
資料である、地域枠医師の配置に関するアンケート調査、岡山県内の専門医研修施設一覧、岡山県にお
ける医師の偏在状況、岡山大学支部2012年度報告書としてまとめています。

2013年は8月3日に54名の県下の枢要なメンバーに「地域医療を担う医師を地域で育てるためのワー
クショップ」へ参加していただき、地域枠学生の卒後の身分やキャリアについて、方向性を出すことができま
した。また、今後地域枠学生がお世話になるだろうと思われる岡山県内病院の内、16病院の訪問ヒアリン
グ調査を行いました。実際に訪問するとその病院の置かれた状況や地域での活躍ぶりがよく分かりまし
た。その際、病院の地域での貢献度合いを測る指標として当センターで分析を行っていた、病床規模と医
業収益の関係、その市町村での国保・後期高齢者医療費に対する病院医業収益の割合、救急車総受入
数に対する病院の救急車受入数の割合などがその病院の評価に使えるかとの手応えを得ました。

そして、岡山県や市町村の将来推計人口、推計医療費及び介護給付費の今後30年間の動向を推計
して、人口減少が進む地域では医療費、介護給付費共に今がピークであることを知り、医療経営が難しく
なる地域での必要医療費を誰がどのような形で負担していくのかという、政治的な命題があることを実感
しております。

また、岡山大学支部では、岡山大学の地域医療人材育成講座､NPO法人岡山医師研修支援機構と
地域医療部会の皆様、岡山県へき地医療支援機構、医療人キャリアセンターMUSCATなどと協力して活
発に地域枠の学生も含めた地域医療人材の育成に努めています。ご協力いただいた皆様にお礼を申し
上げます。

岡山県保健福祉部                 ： 伯野春彦、則安俊昭、久山順一、村上健太郎
岡山県地域医療支援センター       ： 岸本真治、宇野みか
岡山県地域医療支援センターURL  ： http://chiikiiryouokayama.wix.com/centerokayama

岡山県地域医療支援センター
センター長

糸島達也



日程 2013（平成25）年8月17日〜18日
場所 牛窓港周辺（街歩き）

牛窓町公民館（レクチャー）
おふくろの家（合宿ワークショップ）

参加者 ＜学　生＞　岡山大学医学科 地域枠、広島大学医学科 ふるさと枠、自治医科大学（岡山県出身）
＜教員他＞　地域医療支援センター、地域医療人材育成講座、岡山県保健福祉部医療推進課　他

講師 瀬戸内市民病院　院長 福田和馬　氏
成羽病院　医師 安井稔博　氏
大原病院　医師 奈良藍子　氏
瀬戸内市　市長 武久顕也　氏

（写真左から）

地域医療を支える未来の医療人の育成

昨年に引き続き、岡大・広大の地域枠学生、自治医科大学生
が集まる合同セミナーを岡山大学大学院地域医療人材育成講
座の共催のもと瀬戸内市牛窓町で開催しました。学生34名、ス
タッフ・ゲスト14名が参加しました。

今回は、地域の歴史的・文化的背景への理解を深めることを
目的として、牛窓町観光ボランティア活動チームの皆さんのご協力
を得て、牛窓の港町を案内していただきました。また、地域住民
の皆様との語らいの場を設けていただき、16名の方から医療へ
の期待などについて語っていただきました。その後、公民館にて
福田院長（瀬戸内市民病院）から瀬戸内市における医療の状況
について、安井先生（成羽病院）から義務年限について、奈良先
生（大原病院）から女性医師としての勤務について、それぞれご講
話いただきました。さらに、武久市長（瀬戸内市）も駆けつけて下
さり、行政と医療の関わりについてお話いただきました。しっかり
学んだ後に前島に移動し、食事をとり、交流を深めました。

2日目は則安課長（岡山県医療推進課）から医療コミュニケー
ションについて、岩瀬（岡山大学支部）からこの地域に必要な医
療について考えるワークショップを行いました。活発に意見が交
換され、各グループから素晴らしい発表がなされました。昼食後
に集合写真を撮り、帰路につきました。

地域枠学生・自治医科大学生合同セミナー in 牛窓の主催
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プログラム

8月17日（土）

   10時～       岡山駅西口バスターミナルを出発

                  瀬戸内市職員による牛窓の町並みと主要施設の解説

   11時半～     昼食

   12時半～    街歩き

                  観光ボランティアの方による牛窓港近辺の案内・地域の方々との懇話

   14時半～    講話

                  「瀬戸内市における医療の状況について」福田院長（瀬戸内市民病院）

                  「義務年限について」安井先生（成羽病院）

                  「女性医師としての勤務について」奈良先生（大原病院）

                  「行政と医療の関わりについて」武久市長（瀬戸内市）

   17時頃～    移動・チェックイン

   18時半頃～  夕食・意見交換

   食後随時     入浴

   入浴後随時  就寝

8月18日（日）

   8時～        朝食

   9時～12時   ワークショップ

                  「コミュニケーション法：がん患者への告知」則安課長（岡山県）

                  「この地域に必要な医療を考える」岩瀬（岡山大学支部）

   12時半～    昼食

   13時半～    移動

   15時頃       岡山駅到着



日程 2013（平成25）年3月23日

 1年生 早期地域医療体験実習

日程 2013（平成25）年9月2日〜9月13日

岡山大学地域枠学生3名、一般枠学生23名を対象に、17実
習協力施設（高梁中央病院、哲西町診療所、新見中央病院、渡
辺病院、金田病院、湯原温泉病院、大原病院、奈義ファミリーク
リニック、津山ファミリークリニック、湯郷ファミリークリニック、吉永病
院、井原市民病院、笠岡市民病院、水島中央病院、矢掛病院、
因島総合病院、朝来梁瀬医療センター）で、1〜2週間（1施設1週
間）の実習が行われました。岡山大学支部は一部の学生の実
習期間中の日報に対するコメントを担当しました。

 3年生 地域医療体験実習

日程 2013（平成25）年3月4日〜8日

岡山大学地域枠学生6名、一般枠学生36名を対象に、22実
習協力施設（高梁中央病院、成羽病院、新見中央病院、長谷
川紀念病院、渡辺病院、金田病院、湯原温泉病院、奈義ファミ
リークリニック、津山ファミリークリニック、湯郷ファミリークリニック、も
もたろう往診クリニック、吉永病院、井原市民病院、笠岡市民病
院、金光病院、つばさクリニック、藤井クリニック、水島中央病院、
矢掛病院、土庄中央病院、因島病院、朝来梁瀬医療センター）
で、1週間の実習が行われました。岡山大学支部は一部の学生
の実習期間中の日報に対するコメントを担当しました。

 5年生 離島医療体験実習

日程 2013（平成25）年8月5日〜8月9日

岡山大学一般枠学生1名を対象に、下甑村国民健康保険直
営手打診療所（鹿児島県）で、1週間の実習が行われました。

岡山大学医学部医学科地域枠コース・岡山県の医学生7名
が県庁を訪れ、伊原木知事と懇談しました。

医学生を代表して3年生の2名からは、3月上旬に行われた地
域医療体験実習で学んだことなどの報告がなされ、知事からは

「皆さんの頑張っている様子を聞かせていただき、とても心強く感
じた。皆さんが医師として地域で活躍されるのを楽しみにしてい
る。」との激励の言葉がありました。

［2013-◆◆-◆◆ ◆◆:◆◆ ◆◆◆◆◆］
             今日の午前中には、内科の外来を中心に見学させていただきまし

た。患者さんへの応対の仕方、しっかりと訴えを聞きわかりやす
く説明をされる姿がとても勉強になりました。また、診察のため
にコメディカル方々が効率よく準備をしていて、チームワークの大
切さを学びました。途中にはCT造影を見学させていただいた
り、心エコーの検査を見せていただきました。特に心エコーの検
査を見せてただいたのは初めてで、はっきりと心臓の 動きが見
られることに感動しました。検査技師さんが、この◆月に入った
新しい機械だとおっしゃっていました（ペイが大変だというお話も
伺いました）

             午後からは◆◆診療所へ同行させていただき、診療所を見学さ
せていただきました。コンパクトな診療所ですが、事務の方と検査
技師の方も同行し、質を落としていないという印象を受けました。
とても雰囲気がよかったです。

             明日は今までの予定とは代わり、在宅支援に同行させていただけ
ることになりました。初めてなので今からとても楽しみです。

［2013-◆◆-◆◆ ◆◆:◆◆ 先生］
             いいな、と思った診療スタイルなどはぜひ参考にして、真似してみ

て下さい。すぐには同じ基準ではできないかもしれませんが、それ
を繰り返すことでより自分なりの理想に近づいていきます。

             コストは医療においてとても大事な概念です。「あり」か「なし」
だと、「あり」のほうがいいように見えることが多いですが、「あり」
にするために誰にどれ だけのコストがかかるのかをよく知って
おかないと、医療者が疲弊したり、財源が枯渇したりといったこ
とがおきてしまいます。

             へき地医療拠点病院の役割も見れたようでよかったです。明日も
楽しく学んで下さい。

              （◆◆◆◆◆）

［2013-◆◆-◆◆ ◆◆:◆◆ 先生］
             病院は多職種のチーム医療であることをつい忘れてしまいがちで

す。初心忘るべからずですね。
             必要性と、コスト意識を考えながら、病院を運営し続けていく必要

があると思っています。
              （◆◆◆◆◆）
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地域枠学生と知事との懇談会

地域医療人材育成講座の行う地域医療実習への協力

今日の
振り返り



 1. 学位について

日程 2013（平成25）年6月4日

岡山大学地域枠学生に対してミニレクチャーを行いました。また、
広島大学ふるさと枠学生、自治医科大学生にも送付し、自習を促し
ました。

 2. 実習に行く前に

日程 2013（平成25）年7月23日

早期地域医療体験実習へ参加する岡山大学地域枠学生3名、
一般枠学生23名に対して講義を行い、望ましい学習姿勢や守秘
義務について解説しました。

 3. 医療と介護にまつわる色々な問題

日程 2013（平成25）年9月17日、10月2日

9月17日は老年医学・緩和医療特論Ⅱを受講する岡山大学大学
院生1名に対して、10月2日は市民向け公開講座を受講された市民9
名に対して、講義を行いました。「医療」における関係者や課題を整
理し、医療の限界や制度について解説しました。

5

医学生・大学院生講義・市民公開講座

オープンキャンパスへの協力

日程 2013（平成25）年8月9日

岡山大学医学科のオープンキャンパスに協力しました。午前の
部・午後の部と合わせて約1200名が参加しました。地域枠相
談コーナーを設け、地域枠学生・県庁職員と共に高校生・保護
者からの質問に対応しました。



地域医療を支える未来の医療人の育成

 1. 岡山マッチングプラザ2013

日程 2013（平成25）年5月26日

NPO法人岡山医師研修支援機構主催の「岡山マッチングプラザ2013」に参加し、当センターのリーフレット及び医師
の偏在状況のとりまとめを配付し、活動状況について広報しました。

 2. レジナビフェア2013 in 大阪

日程 2013（平成25）年6月30日

「レジナビフェア2013 in 大阪」に参加し、岡山県の医療の状
況や研修内容について広報し、研修施設の選択に悩む医学生・
研修医の相談に乗りました。
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多職種連携と地域包括ケアのワークショップ in 白石島への協力

マッチングプラザ・レジナビフェアでの広報

日程 2013（平成25）年10月19日〜20日

岡山大学医学部医療政策・医療経済学の浜田教授の企画したワークショッ
プにファシリテーターとして協力しました。岡山大学、川崎医療福祉大学、新見
公立大学、美作大学、旭川荘厚生専門学校の院生・学生62名と教員・ゲスト
15名が参加しました。



【事例紹介】
当センターのウェブサイトを閲覧した県外の医師から、岡山県内で

の勤務を検討しているので、県内病院の情報を教えて欲しいとの連
絡がありました。当センターで調整を行い、県内病院で勤務する運び
となりました。

また、県内の勤務医からへき地医療に携わりたいとの連絡があり、
当センターと関係自治体で調整を行った結果、県内のへき地診療所
で月2回勤務いただくことになりました。

同様の問い合わせがあった際に、当センターとして適切に対応するた
め、2013（平成25）年12月から、岡山県内の医療機関での勤務を希望
する医師からの求職情報と岡山県内の医療機関の医師求人情報を対
象とする無料職業紹介所を開設することになりました。

【県医師会・NPO法人岡山医師研修支援機構との協働】
当センターに先行し、医師向けの無料職業紹介事業を行っている公

益社団法人岡山県医師会とNPO法人岡山医師研修支援機構と協働
し、定年を迎えても第一線にて働く意欲を持っている医師を対象として、
再就職先情報の配信など求職に関するサポートを通じてセカンドキャリ
アを幅広く支援する無料職業紹介事業『プラチナ俱楽部おかやま』を
立ち上げることになりました。立ち上げ前のアンケート調査では「社会に
貢献できる仕事を紹介してほしい」といった期待も寄せられました。

住民基本台帳に基づく2012（平成24）年
3月31日時点の県人口及び 2011（平 成 23）年
度法定報告の「医療機能情報」を用いて、岡
山県の各地域の人口10万対常勤換算非常勤
医師数と岡山大学医師の占める割合を計算し
ました。

その結果、岡山大学は岡山県内のみならず、広
島県・兵庫県・四国地方の広範囲にわたる医療機
関に対して非常勤勤務での支援を行なっていること
が明らかとなりました。

地域医療機関への医師派遣

無料職業紹介事業

岡山大学医師の外勤での支援状況

7

分子　　　岡山大学から派遣される非常勤医師数（常勤換算）
＝

分母　　　　　二次医療圏の非常勤医師数（常勤換算）

（11.3 人）
津山・英田
21.7 人
76.8 人
（28.2％）

（10.5 人）
県南東部
95.2 人
638.4 人
（14.9％）

県外　108.8 人
広島　51.5 人
兵庫　30.5 人
四国　21.5 人
その他　5.3 人

（31.7 人）
真 庭
16.1 人
30.6 人
（52.8％）

（17.1 人）
高梁・新見
11.4 人
43.8 人
（26.1％）

（人口10万対）

（8.0 人）
県南西部
57.3 人
213.2 人
（26.9％）



医師の年齢　地域ごと

岡山県                   5,016       48.2 ± 14.9         47         14.2          6.1
県南東部圏域          2,685      48.4 ± 14.8         47          14.3          6.3

岡山市              2,401       47.5 ± 14.9        45          13.7          6.1
岡山市以外            284       56.1 ± 11.5        56          19.4           7.7

県南西部圏域           1,820       46.6 ± 14.7        46          11.5          5.2
倉敷市               1,532       45.1 ± 14.6        44          10.4          4.4
倉敷市以外            288       54.2 ± 12.5        53          17.7          9.0

津山・英田圏域           343       51.0 ± 15.6        52         20.4          7.3
真庭圏域                    76       56.0 ± 13.0        56         25.0          9.2
高梁・新見圏域             92       58.2 ± 14.0        58          31.5        13.0

医師の適正配置には、医師の分布状況等のデータの把握が不可欠です。当センターの行なった分析の一部をご紹介
します。ここに掲載できなかった分析については、当センターのウェブサイトをご覧ください。

「医療機能情報（2011（平成23）年度報告）」に基づいて、岡山県の医師の偏在状況を検討したところ、大きな偏りが認められま
した。県北のみならず、岡山市以外の県南東部、倉敷市以外の県南西部に関しても、医師数が少ないことが明らかとなりました。

2010（平成22）年の「国勢調査」及び「医師・歯科
医師・薬剤師調査」に基づいて、岡山県の医師の年
齢分布を検討したところ、岡山県には概ねどの年齢
でも全国よりも医師が多く、特に若い医師が多いこ
とが分かりました。

さらに、地域ごとに見たところ、20代・30代の医師
のほとんどは岡山市、倉敷市におり、それ以外の地域
は医師の高齢化が進んでいることが分かりました。

医師分布状況等の把握分析
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 1. 医師の偏在状況

 2. 医師の年齢分布

2010年　年齢別人口10万対医師数　全国と岡山県の比較

地域ごとの常勤換算医師数（人口10万対）
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新見

〔病院＋診療所〕
常勤医師数

〔病院＋診療所〕
非常勤医師数
（常勤換算）

308.3 79.0 387.3人
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121.6 26.3 147.9人
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93.0 74.5 167.5人
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65歳以上
高齢化率

75歳以上
高齢化率

8

7

6

5

4

3

2

1

0

1966年生まれ
ひのえうま

1952年生まれ
1970年新設医科大学最初の卒業生

岡山県

全国

人

生
ま
れ
年
／
年
齢（
歳
）

19
8

6

／24
19

8
5

／25
19

8
4

／26
19

8
3

／2
7

19
8

2

／28
19

8
1

／2
9

19
8

0

／3
0

19
79

／3
1

19
78

／3
2

19
7

7

／3
3

19
76

／3
4

19
75

／3
5

19
74

／3
6

19
73

／3
7

19
72

／3
8

19
7

1

／3
9

19
7

0

／4
0

19
6

9

／41
19

6
8

／4
2

19
67

／4
3

19
6

6

／4
4

19
6

5

／4
5

19
6

4

／4
6

19
6

3

／4
7

19
6

2

／4
8

19
6

1

／4
9

19
6

0

／5
0

19
5

9

／5
1

19
5

8

／5
2

19
5

7

／5
3

19
5

6

／5
4

19
5

5

／5
5

19
5

4

／5
6

19
5

3

／5
7

19
5

2

／5
8

19
5

1

／5
9

19
5

0

／6
0

19
4

9

／6
1

19
4

8

／6
2

19
4

7

／6
3

19
4

6

／6
4

19
4

5

／6
5

19
4

4

／6
6

19
4

3

／6
7

19
4

2

／6
8

19
4

1

／6
9

194
0

／7
0

19
3

9

／7
1

19
3

8

／7
2

19
3

7

／7
3

19
3

6

／74
19

3
5

／7
5

19
3

4

／76
19

3
3

／7
7

19
3

2

／7
8

19
3

1

／7
9

19
3

0

／8
0

19
2

9

／8
1

19
2

8

／8
2

19
2

7

／8
3

19
2

6

／8
4

19
2

5

／8
5

19
2

4

／86
19

2
3

／8
7

19
2

2

／8
8

19
2

1

／8
9

19
2

0

／9
0

19
19

／9
1

19
18

／9
2

19
17

／9
3

19
16

／9
4

19
15

／9
5

19
14

／9
6

19
13

／9
7

19
12

／9
8



2010（平成22）年「国勢調査」、「国民医療費」、「介
護給付費実態調査報告書（2009（平成21）年5月審
査分〜2010（平成22）年4月審査分）」及び「日本の
将来推計人口（2013（平成25）年3月27日公表デー
タ：国立社会保障・人口問題研究所による推計）」を
基に医療費・介護給付費の将来推計を行いました。
将来においても現在と同程度の医療・介護が同程度
の点数で提供されると仮定すると、岡山県の医療費
は2025（平成37）年にピークを迎え、介護給付費は
2030（平成42）年にピークを迎えると推計されまし
た。地域ごとに推計したところ、岡山市及び倉敷市の
医療費は2025（平成37）年に10％程度増加した後
は緩やかに減少し、介護給付費は急速に増大すると
いう結果でした。一方、岡山市及び倉敷市以外の地
域の医療費は減少傾向になり、介護給付費は横ば
い〜緩やかな減少傾向となると推測されました。

9

 3. 医療費・介護給付費の将来予測

地域ごとの診療に従事する医師の年齢累積度数分布％

岡　山　市 ｜ ◀ 将来推計人口および推計医療費･介護給付費 ▶ ｜ 県南東部（岡山市以外）

岡山県の将来推計人口および推計医療費･介護給付費
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2011（平成23）年の医業収益が2010（平成22）年5月分の
市町村国保・後期高齢者医療費を12倍したものに占める割
合をグラフ化しました。医師数の多い病院や収益性の高い科
を持つ病院の数値は高くなりやすいという点に留意する必要
がありますが、地域における各病院のシェアをある程度反映
している可能性があると思われました。

病院の救急搬送の受入割合をグラフ化しました。病院ごと
の体制の違いを考慮する必要があるものの、救急医療にお
いて地域に貢献している病院を可視化する指標と考えられま
した。

地域医療機関への医師派遣
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 5. 地域における救急搬送の受入割合

 6. 地域における推計市町村国保・後期高齢者医
療費に対する医業収益の割合
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県内の病院における医業収益と常勤換算医師数の関係について、分析しました。2012（平成24）年の国民医療費（約38兆
円）を医師数（約30万人）で割ると、医師一人あたりの医療費は約1.3億円となるため、医師一人あたりの医業収益が1.3億円と
なる緑の補助線を引きました。このラインより上にプロットされた病院は経営に努力しているものと考えられました。県南東部は県
南西部に比べてこのラインを下回る病院が散見され、地域の医療提供体制の差が反映されているものと思われました。

 4. 病院医業収益と常勤換算医師数との関係



岡山県の地域枠制度をより良いものとするため、岡山大学、岡山県、
地域医療支援センターの関係者が一堂に会する「キャリア検討委員
会」を設置し、詳細について協議を行いました。当事者である地域枠
学生の意見を十分考慮する必要があるとして、第3回以降には地域
枠学生にも参加していただき、一緒になって検討を行いました。

岡山大学支部では、地域枠の最上級生である岡山大学の5年生に対して個別面談を行い、将来希望する診療科等に
ついてのヒアリングを行いました。

日程
第1回委員会       2013(平成25)年8月20日
第2回委員会       2013(平成25)年9月30日
学生ヒアリング      2013(平成25)年10月9日
第3回委員会       2013(平成25)年10月22日

日程 2013（平成25）年8月3日

岡山県が養成している地域枠学生の卒後の処遇やキャリアプランはどうあるべきかについて検討する「地域医療を担う医
師を地域で育てるためのワークショップ」を開催しました。県内病院の院長、研修担当指導医、大学病院教授、行政医師ら
54名が参加しました。

自治医科大学地域医療学センターの梶井英
治センター長から、地域医療の重要性、地域医
療を担う医師のあり方等をテーマとして基調講
演をいただきました。その後、当センターから、

「県内医師の偏在状況」や「岡山大学病院所属
医師の地域への派遣状況」等について報告を
行いました。

それらを踏まえ、「地域枠学生の卒後の身分
及び処遇」と「キャリアプランと派遣する医療機関
の条件」についてグループワークを行い、グループ
ごとに発表を行いました。発表後の質疑応答で
は、より良いものにできないか活発な意見交換
が行われました。地域枠医師が配置される医
療機関の条件については、「地域への貢献度が
高い」ことが最も優先すべき条件として挙げられ
ました。

地域枠卒業医師のキャリア形成支援

地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップの開催

キャリアモデル考案

11

 1. 地域枠卒業医師のキャリア検討委員会の開催

 2. 地域枠学生の希望進路ヒアリングの実施

地域への貢献度が高い

教育指導体制が充実している

公的役割を担っている

研修に行く機会が確保されている

健全な経営が行われている

柔軟な勤務体制が可能である

労働環境が整備されている

専門医研修施設である

産休・育休等を利用しやすい

臨床研究を行う体制が整っている
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地域枠医師の勤務施設の条件として重視すべき項目（4回選択）



医療人キャリアセンターMUSCATの企画に共催しました。

「地域だからこそできること 〜看護・介護に思いを寄せて〜」
日程 2013（平成25）年1月23日
講師 山谷冨美枝　先生

地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップ及びキャリア検討委員会での議論を踏まえ、地域枠卒業医
師のキャリアモデルの再検討を行いました。

キャリアモデル刷新

医療人キャリアセンターMUSCATとの協力
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 1. 第1回ケアを考えるセミナー

「在宅ケアのはぐくむ力 〜訪問看護から見えてきた地域連携〜」
日程 2013（平成25）年6月28日
講師 秋山正子　先生

 2. 第2回ケアを考えるセミナー

「つなぐバトン―次世代へ・未来へ―」
日程 2013（平成25）年12月1日
講師 服部祥子　先生

 3. 第4回岡山MUSCATフォーラム



地域の医療や救急の状況、病院の取組等を把握するため、県内の16の
医療機関を訪問し、地域の実情、医療機関の取組等について訪問ヒアリン
グ調査を実施しました。地域のクリニックとの積極的な連携や地域住民に
わかりやすい診療表の作成などの地域の実情に合わせた病院の取組の状
況を知ることができました。

また、併せて、センターへの要望を伺ったところ、「ヒアリング調査は是非継
続いただきたい。」「地域の2次救急を維持するためにも、手術ができる外科
医の充足に向けた協力をしていただきたい」といった声が聞かれました。これ
らの要望に対応できるよう、今後とも取組を進めていく方針です。

日程 2013（平成25）年6月20日

赤磐市の医療体制の将来を考える懇談会へ参加しました。赤磐市民病院の無床診療所化に伴う医療体制の変化と必
要な対策について協議しました。

日程
シミュレーショントレーニング in 備前    2013（平成25）年1月22日
シミュレーショントレーニング in 高梁    2013（平成25）年4月30日
シミュレーショントレーニング in 矢掛    2013（平成25）年9月24日
シミュレーショントレーニング in 湯原    2013（平成25）年10月23日

日程
瀬戸内市民病院、赤磐医師会病院       2013（平成25）年7月8日
岡山西大寺病院、岡村一心堂病院       2013（平成25）年9月2日
高梁市成羽病院、井原市民病院          2013（平成25）年4月18日
笠岡市民病院、笠岡第一病院            2013（平成25）年6月3日
湯原温泉病院、金田病院                 2013（平成25）年9月11日
落合病院、高梁中央病院                 2013（平成25）年11月18日
渡辺病院、新見中央病院、太田病院      2013（平成25）年2月20日
渡辺病院、長谷川紀念病院               2013（平成25）年11月29日

岡山大学医療教育統合開発センター、地域
医療人 材育成講 座、医療人キャリアセンター
MUSCATと共催で、MUSCAT Simディレク
ターの万代先生によるシミュレーション講習会
を地域に出かけて開催しました。こうした取組
によって地域の医療機関の教育力が強化さ
れることを期待しています。

着任環境の整備に関する助言・支援

地域の医療機関でのシミュレーショントレーニングの開催

地域医療機関の訪問ヒアリング調査

赤磐市の医療体制の将来を考える懇談会への参加
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編集後記

なんとか2013年の活動をまとめ、皆様にお届けすることが出来ました。
報告書をまとめる中で、様々な方にご協力いただいた1年間だったことを思い出し、改めて感謝の言葉を申し上げます。
地域の医療を支える皆様のお力になれるよう、2014年も活動してきたいと思っております。
今後ともご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 （岩瀬）

地域の医療関係者との合意のもと、効果的に当センターの運営
を行うため2013（平成25）年に2回、地域医療支援センター運営
委員会を開催しました。会議では、当センター本部及び岡山大学
支部のそれぞれの取組について報告を行うとともに、その報告内容
を踏まえて委員と事務局で活発な意見交換を行いました。

連携協力・情報発信

地域医療支援センター運営委員会
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日程
第2回　2013（平成25）年2月15日
第3回　2013（平成25）年9月30日

日程 2013（平成25）年1月23日

しまね地域医療支援センターから5名（島根県医師確保対策室の藤井企
画員、島根大学医学部地域医療支援学講座の谷口教授と吉岡先生、地域医
療支援コーディネータの横田さんと勝部さん）をお迎えし、それぞれのセンター運
営状況について共有するとともに、活発な意見交換を行いました。今後ともお互
いに意見交換・情報共有を行うことで、センターの円滑な運営に努めていくこと
となりました。

しまね地域医療支援センターとの意見交換

当センターの取組を効果的に発信できるよう、医学生、医師等対象者ごとの
ページを設定するなど、ホームページを見やすく変更しました。

また、Facebookでも当センターの取組についての情報発信を行っています。

HP         ●http://chiikiiryouokayama.wix.com/centerokayama
Facebook ●https://www.facebook.com/chiikiiryou33

地域医療支援センターの取組についての情報発信
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